
 

 地域密着型サービス 運営推進会議 報告書  

（ 令和６年度 第６回 ） 

 

施 設 名 ： グループホームやまもも 

 

施設種類 ： 認知症対応型共同生活介護、 介護予防認知症対応型共同生活介護 

日  時 ： 令和 7年 3月 18 日（火）  14 時 00 分～ 

会  場 ： 伊野本陣 ミーティングルーム 

 

出 席 者 ： 

利用者家族様の代表 高齢者あんしん支援センター 

伊野コミュニティセンター所長 出雲市職員 

地区民生委員 地区住民の代表 

 

 

 

 

（議題） 

 

１）利用状況報告 

２）詳細報告 

３）各委員会からの報告 

４）活動報告 

５）その他、意見交換 

 

 

 

 

 

 



 

１．利用状況  ( 令和 7 年 2月 28 日現在 ） 

（１）登録者数   7 名 （ 男性 1名／女性 6名 ）   

 新規契約者（1月～2月）･･･ なし     

 契約解除者（1月～2月）･･･ なし 

 待機者  4 名     

 

（２）介護度別入居者数 

 
要介護度 

平均介護度 
1 2 3 4 5 

入居者 1 人 0 人 2 人 2 人 2 人 3.6 

 

（３）平均年齢 

                      

 

 

 

２．詳細報告  

 （１）入退所について 

  

今回はありませんでした。 

 

 （２）体調について 

・S.S 様 元旦、起床時に血便多量あり。徳洲会病院の救急外来を受診する。 

採血、CT検査を受け、虚血性腸炎の疑いがあり入院となる。その後、十二指腸潰瘍と診断され、

治療を受け 1月 20日に退院される。 

                     

  （３）ヒヤリハット報告 

場所 
居室 
・廊下 

ホール 
風呂・
脱衣場 

トイレ 離設 合計 

件数 4 3 0 0 0 7 

    ・普段、車椅子をご利用の方。訪室するとベッドから両足を下ろしていた。（3件） 

    ・車椅子自操中に他利用者の足を轢かれそうになるが、職員が気づき対応する。（1件） 

・車椅子からずり落ちそうになったが、職員が気づき即座に対応する。（2件） 

    ・ベッドから車椅子に移乗する際、きちんと移乗ができず、利用者の体重に耐えかねて 

ゆっくりと床へ降ろす。（1件） 

       最高年齢 最低年齢 平均年齢 

入居者 93 歳 75 歳 85.7 歳 



 

（４）事故報告                                                

場所 
居室 
・廊下 

ホール 
風呂・
脱衣場 

トイレ 離設 合計 

件数 2 1 0 0 0 3 

① 訪室すると、転倒されていた。負傷はされていません。（2件） 

◆ ①の事故報告の見解 

2 件とも同じ人で、普段は自立歩行される方。転倒の原因は不明。 

室内で椅子など、つまずき転倒の原因になりそうな物を居室から出した。 

 

② 普段から車椅子を利用。車椅子からずり落ちていた。負傷はされていません。（1件） 

◆ ②の事故報告の見解 

車椅子上で動きが激しくなる時がある。ティルト式の車椅子なので、激しくなると少し 

傾けてずり落ちないように安全な角度の調整を行う。 

                                   

（５）苦情報告 

    特にありません。 

 

3．各委員会からの報告 

身体拘束の報告 （1月～2月）･･･ なし 

虐待の報告   （1 月～2月）･･･ なし 

ヒヤリハットの報告  上記 2.（3）にて説明 

 

４．活動報告 

< 行事報告 > 

1 月 21 日（火） 運営推進会議   

           令和 6年度 第 5 回、運営推進会議を開催しました。 

 

2 月  3 日（月） 節分の恵方巻き作り 

         今年も恒例となりました恵方巻き作りをしました。 

昼食に職員も一緒に作った恵方巻きを美味しく頂きました。 

 

2 月 27 日（木） 平田中学校より福祉機器の寄贈 

          平田中学校より福祉用具寄贈の申し入れがあり、徘徊を感知するための 

センサーとベッドから車椅子に移乗するための用具を寄贈して頂きました。 



 

< 研修・活動 >  

1 月 20 日～24 日（内 4日間）  島根県立大学 老年看護学実習 ⑤ （２名）  

1 月 27 日～30 日（内 3日間）  島根県立大学 老年看護学実習 ⑥ （１名）   

2 月 20 日（木） 身体拘束等適正化委員会（施設内）・・・ 施設長、職員 7名 参加  

2 月 27 日（木） 平田中学校 福祉機器贈呈式 ・・・ 施設長 参列 

 

  

５．意見交換 

  

  Q．コミセン）中学校からの寄贈もあるのですね。 

  Ａ．施設長）今回は５事業所でした。 

        何年か前にも寄贈して頂いて、その時には、レク用のホワイトボードやゲームに使う 

        道具を頂きました。とてもありがたいです。 

  Q．コミセン）どこからお金が出ているのでしょうか？ 寄付とかでしょうかね。 

  Ａ．施設長）アルミ缶を回収して収入を得ているようです。 

 

 

Q．施設長）現在、介護職員が全国的に少ない。当施設でも外国人の雇用を考えています。皆さんは 

外国人とロボットだと、どちらに介助してもらいたいですか？ 

Ａ．コミセン）ロボットよりは、やはり人間の方がいいですね。 

  Ａ．民生委員）機械的なロボットに介助してもらうのは不安。外国人がいいです。 

施設長）まあ、同じ人間ですのでね。当施設も、職員の高齢化が進み、若手を増員しないといけな 

いので検討中です。 

 

 

次回は、5月 20 日（火）です。 

 


